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１ はじめに 

1889 年の明治紀伊半島災害では、大規模崩壊が各地で発生し、十津川流域等で天然ダムが多く形

成された。20 年後の 1908～1911 年に 1/5 万の地形図が測図されたが、非常に多くの崩壊地形が図

示されている。砂防フロンティアの自主研究として、旧版地形図の上に 1889 年の土砂災害分布図

（天然ダムの湛水範囲を含む）を作成し、2011 年の土砂災害とを比較検討した。内務省御雇工師デ

レーケが 1889 年災害直後に奈良・和歌山両県を視察しており、視察報告などが残こされている。

本発表ではその後の災害復旧や十津川流域住民の北海道移住について、判明したことを紹介する。 

２ 旧版地形図による十津川上流域の土砂災害分布図作成 

1908～1911 年に紀伊半島のほぼ全域で 1/5 万の旧版地形図が測図された。この地形図は 1889 年

災害から 20 年後の測量であるが、災害時に形成されたと推定される多くの崩壊地形が表現されて

いる。小規模な崩壊は描かれていないが、2011 年時と比べて崩壊地形の数が極めて多い。十津川流

域の 1/5 万旧版地形図 6 枚を貼り合わせ、十津川村（当時は 6 村に分村していた）・天川村・野迫

川村・旧大塔村（現五條市）の範囲について、村界・村名、大字界・大字名を追記するとともに、

崩壊地形を赤で強調し、1889 年時に形成された天然ダムの湛水範囲（田畑ほか，2002，井上ほか，

2014）を青で示した。次に、紀伊山地砂防事務所や奈良県の資料をもとに、2011 年災害時の崩壊

地を緑で示すとともに天然ダムの湛水範囲を紺で示した。ポスター展示では、1/5 万の分布図（原

寸大，A0 判）として紹介する（砂防フ

ロンティアの HP でも公開予定）。 

この土砂災害分布図と『吉野郡水災史』

（宇智吉野郡役所，1891，十津川村復刻，

1977-81），『十津川出国記』（川村たかし，

1987），『懐旧録 十津川移民』（森秀太

郎，1984）などとの比較検討を行った。 

中央部の林新湖は、田畑ほか（2002）

の湛水範囲を修正した。1889 年災害では

最も大きな天然ダムで、湛水高 110m，

湛水量 1.8 億 m3 にも達した（井上ほか，

2013）。河原樋新湖，風屋新湖等、1889

年と 2011 年の崩壊箇所は重なっている

箇所も多い。 

『十津川記事』（中西孝則編集，1892，

十津川村復刻，1977）によれば、1889

年の災害時に野尻新湖を形成した野尻地

区では、3 年後の 1892 年 7 月 23 日の豪

雨時に、峯栃山付近で大規模崩壊が発生

した（2011 年にも大規模崩壊発生）。そ

して、支渓流を土石流が流下して、満水

中の十津川に流入し、川沿いの集落 9 戸

を流出させ、男女 13 人が溺死した。 図 1 1889 年と 2011 年の十津川上流域の土砂災害分布図(一部）
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図 4-6 1889 年と 2011 年の十津川上流域の土砂災害分布図（A3 縮小版）
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